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１月３日（日）　「米子市成人式」で
誓いの言葉を述べる松

まつ

田
だ

理
り

咲
さ

さん
＊関連記事Ｐ２～３



　

新
成
人
を
祝
う
「
米
子
市
成

人
式
」
が
、
１
月
３
日
㈰
に
米

子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
平
成
元
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日

生
ま
れ
ま
で
の
方
で
、
米
子
市

で
は
、
男
性
811
人
、
女
性
737
人

の
合
計
1,548
人
が
、
誓
い
も
新
た

に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
、
新

成
人
と
し
て
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
約
1,300
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課

　
（
☎
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５
４
４
１
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
中
高
生

で
組
織
さ
れ

る
、
米
子
が

い
な
太
鼓
保

存
会
若
あ
ゆ

連
の
迫
力
あ

る
太
鼓
演
奏

で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
前
に
、
野
坂
市
長

が
、「
皆
さ
ん
の
若
さ
と
パ
ワ
ー

で
新
し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
挑

戦
し
て
欲
し
い
。
社
会
や
地
域

と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
米
子
市

の
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
成
長
に
、

大
き
な
影
響

を
与
え
た
も

の
は
、
米
子

の
自
然
や
、

歴
史
、
文
化

で
あ
り
、
何

よ
り
も
ご
家

族
の
あ
た
た
か
い
愛
情
で
あ
り

ま
す
。
ご
家
族
や
、
日
頃
か
ら

皆
さ
ん
を
温
か
く
見
守
っ
て
来

ら
れ
た
、
ご
家
族
や
、
先
生
、

地
域
の
方
々
に
、
ご
自
分
の
言

葉
で
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
激
励
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
新
成
人
を

代
表
し
、
記
念
感
想
文
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
松
田
理
咲
さ

ん
が
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ

た
人
達
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

―
一
、五
四
八
人
が
新
成
人
に
―



新
成
人
誓
い
の
こ
と
ば

新
成
人
代
表　松ま

つ

田だ　

理り

さ咲
さ
ん

　

本
日
、
私
た
ち
が
成
人
と
し

て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
に
あ

た
り
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
な
成

人
式
を
開
催
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
感

激
で
す
。

　

野
坂
市
長
様
を
は
じ
め
、
ご

来
賓
の
皆
様
か
ら
の
ご
祝
辞
、

励
ま
し
の
お
言
葉
は
、
大
変
心

に
響
き
ま
し
た
。

　

私
は
中
学
校
時
代
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を
持
ち

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
様
々
な

活
動
を
し
て
い
く
中
で
、
多
く

の
人
と
語
り
合
い
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
に
触
れ
、
人
と
の
出
会

い
や
関
わ
り
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
「
人
の
笑
顔
を

作
る
人
に
な
り
た
い
」
と
い
う

夢
を
抱
き
、
現
在
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
理
学
療

法
士
を
目
指
し
て
、
福
岡
県
の

大
学
で
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

大
学
に
進
学
す
る
に
当
た
り
、

私
は
初
め
て
十
八
年
間
過
ご
し

た
ふ
る
さ
と
米
子
を
離
れ
ま
し

た
。
離
れ
て
み
て
初
め
て
抱
い

た
感
情
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

私
は
ふ
る
さ
と
米
子
が
大
好
き

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
鳥
取
県

を
代
表
す
る
作
曲
家
岡
野
貞
一

の
作
っ
た
歌
の
よ
う
に
、
私
の

大
好
き
な
ふ
る
さ
と
米
子
に
は

沢
山
の
美
し
い
自
然
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
小
学
校
、
中
学
校
、

そ
し
て
、
高
等
学
校
の
登
下
校

の
時
、
何
気
な
く
見
て
い
た
大

山
。
教
室
の
窓
か
ら
眺
め
た
、

風
に
な
び
く
一
面
の
稲
穂
。
高

校
の
部
活
帰
り
に
、
友
達
と
一

緒
に
行
っ
た
皆
生
の
海
。
友
と

語
り
合
っ
た
城
山
。
そ
し
て
、

そ
の
頂
上
か
ら
見
た
景
色
。
ど

れ
も
と
て
も
懐
か
し
く
愛
お
し

く
感
じ
ま
す
。
今
ま
で
あ
た
り

前
に
見
て
い
た
風
景
や
何
気
な

く
過
ご
し
て
き
た
日
々
が
、
い

つ
の
間
に
か
私
に
と
っ
て
、
と

て
も
大
き
な
存
在
に
な
っ
て
い

た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　

二
十
歳
と
い
う
節
目
の
年
に
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

方
や
地
域
の
方
々
、
共
に
語
っ

た
多
く
の
友
達
、
い
つ
で
も
温

か
く
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
そ

し
て
、
今
ま
で
出
会
っ
た
全
て

の
人
に
大
き
な
感
謝
を
伝
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
実
る
ほ
ど
頭こ

う
べ

の
下
が
る
稲
穂

か
な
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
あ
の
日
、
教
室
の
窓
か

ら
見
て
い
た
稲
穂
の
よ
う
に
、

大
人
に
な
り
何
年
た
っ
た
と
し

て
も
、
日
々
学
び
、
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
生
ま
れ
て
二
十
年
経
っ

た
か
ら
大
人
と
い
う
の
で
は
な

く
、
大
人
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
人
間
で
い
ら
れ
る
よ
う
心
掛

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

し
っ
か
り
学
び
、
笑
顔
で
人
に

接
す
る
温
か
い
理
学
療
法
士
に

な
り
、
私
を
育
て
、
夢
を
与
え

て
く
れ
た
こ
の
大
好
き
な
ふ
る

さ
と
に
、
た
く
さ
ん
の
人
の
笑

顔
を
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
未
来
を
担
う
新
成
人

と
し
て
、
大
好
き
な
米
子
を
、

大
好
き
な
人
た
ち
の
、
大
好
き

な
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
、

よ
り
一
層
明
る
く
、
や
さ
し
く
、

温
か
く
、
そ
し
て
誰
も
が
夢
を

抱
け
る
米
子
市
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
こ
の
夢
と
志
を
胸
に
、

名
実
共
に
成
人
と
な
る
こ
と
を

決
意
し
て
、
誓
い
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

平
成
22
年
成
人
式

記
念
感
想
文

　

成
人
式
の
記
念
行
事
と
し
て

募
集
し
た
記
念
感
想
文
に
は
、

学
生
や
社
会
人
21
人
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
次

の
３
作
品
を
入
賞
作
品
に
選
び
、

式
典
で
表
彰
し
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞

松ま
つ

田だ　

理り

さ咲
さ
ん

「
私
を
育
て
て
く
れ
た
あ
た
た
か

い
ふ
る
さ
と
」

◆
優
秀
賞

谷た
に
う
ち内　

昭あ
き
か
ず一

さ
ん

「
二
十
歳
を
迎
え
」

◆
入

選

南な
ん
じ
ょ
う

條　
　

雅み
や
び

さ
ん

「
米
子
で
の
出
会
い
と
決
意
」

思
い
出
の

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

　

Ｍマ

イ

リ

ー

Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｙ　

Ｃシ

ョ

コ

Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｌラ

ー

テ

Ａ
Ｔ
Ｅ
（
ボ
ー
カ
ル
梅う

め
さ
き崎

美み

紀き

さ
ん
・
ピ
ア
ノ
松ま

つ

本も
と

侑ゆ
う

子こ

さ

ん
：
北
斗
高
校
２
年
生
）
に
よ

る
し
っ
と

り
と
し
た

歌
声
が
会

場
を
包
み

込
ん
だ

後
、
校
歌

と
共
に
、

市
内
15
校

の
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校
の

懐
か
し
い
校
舎
や
風
景
や
恩
師

な
ど
が
映
し
出
さ
れ
、
新
成
人

た
ち
は
、
母
校
の
順
番
が
来
る

と
、
校
歌
を
合
唱
し
始
め
た
り
、

懐
か
し
い
恩
師
の
顔
に
歓
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。



申
告
が
必
要
な
方

■
所
得
税
の
確
定
申
告

●
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
り
、
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
方

●
給
与
所
得
者
で
…

①
給
与
の
年
間
収
入
金
額
が
2,000
万
円

を
超
え
る
方

②
給
与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る
方

●
土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産
を
売
却

し
た
方

▼
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が

返
っ
て
く
る
方

多
く
の
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、

年
末
調
整
に
よ
っ
て
清
算
さ
れ
、
改

め
て
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
次
の
よ
う
な
事
由
が
平
成
21
年

中
に
あ
る
方
は
、
申
告
す
れ
ば
所
得

税
が
返
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
火
災
や
震
災
、
風
水
害
、
盗
難
な

ど
の
被
害
を
受
け
た
と
き

②
病
気
や
出
産
な
ど
で
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
と
き

③
年
末
調
整
後
に
、
子
ど
も
の
誕
生
な

ど
扶
養
親
族
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

④
勤
め
を
年
の
途
中
で
や
め
て
再
就

職
し
て
い
な
い
と
き

⑤
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
寄
付

し
た
と
き

⑥
金
融
機
関
な
ど
か
ら
住
宅
資
金
を

借
入
れ
、
家
屋
の
新
築
、
購
入
ま
た

は
増
改
築
を
し
た
と
き

■
市
・
県
民
税
の
申
告

●
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
米
子

市
に
住
所
が
あ
る
方

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
申
告

の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

②
給
与
所
得
の
み
、
も
し
く
は
公
的

年
金
に
係
る
所
得
の
み
の
方
で
、
給

与
・
公
的
年
金
の
支
払
い
先
等
か
ら

市
役
所
へ
支
払
い
報
告
が
な
さ
れ
て

い
る
方
な
ど

※
社
会
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除

な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
申
告
が
必
要
で
す
。

●
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
事
務
所
・
事
業
所
・
家
屋
敷
を
有

す
る
方
で
市
内
に
住
ん
で
い
な
い
方

■
個
人
事
業
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
・
県
民
税

の
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
年
の
中
途
で
の
開
・
廃
業
、

専
従
者
控
除
、
事
業
損
失
や
被
災
事

業
用
資
産
損
失
の
繰
越
控
除
、
事
業

用
資
産
の
譲
渡
損
失
の
控
除
、
事
業

用
の
非
課
税
所
得
な
ど
は
、
確
定
申

告
書
な
ど
に
忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

■
贈
与
税
の
申
告

個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に

は
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。

（
基
礎
控
除
110
万
円
を
超
え
る
方
）

■
消
費
税
の
申
告
（
消
費
税
の
申
告

と
納
付
期
限
は
３
月
31
日
で
す
）

平
成
19
年
分
の
課
税
売
上
高
が
1,000
万

円
を
超
え
る
個
人
事
業
者
お
よ
び
課

税
売
上
高
が
1,000
万
円
以
下
で
、
平
成

20
年
12
月
末
ま
で
に
「
消
費
税
課
税

事
業
者
選
択
届
出
書
」
を
提
出
し
て

い
る
個
人
事
業
者

申
告
に
必
要
な
も
の

～
こ
れ
だ
け
は
お
忘
れ
な
く
～

①
申
告
書
や
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
て

い
る
方
は
、
そ
の
「
申
告
書
や
ハ
ガ

キ
」
と
「
印
鑑
」

②
給
与
・
公
的
年
金
な
ど
の
あ
る
方

は
、「
源
泉
徴
収
票
」

③
個
人
年
金
や
講
演
料
な
ど
の
雑
所

得
、
生
命
保
険
の
一
時
金
や
損
害
保

険
の
満
期
返
戻
金
な
ど
の
一
時
所
得

が
あ
る
方
は
、
そ
の
支
払
の
明
細
が

わ
か
る
も
の
（
支
払
調
書
等
）

④
事
業
所
得
の
あ
る
方
は
、「
収
支

内
訳
書
」（
事
前
に
作
成
で
き
る
方

は
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

「
収
支
内
訳
書
」
の
用
紙
は
米
子
税

務
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
事
前
に

必
要
な
方
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

⑤
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
、「
災

害
を
受
け
た
資
産
の
明
細
書
」、「
り

災
証
明
書
」、「
工
事
費
の
見
積
書
、

領
収
書
等
」

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
等
、
保
険

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細

書
」

⑦
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
社
会
保

険
料
の
支
払
い
が
あ
る
方
は
金
額
の

分
か
る
も
の

⑧
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
が
あ
る

方
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
申
告
書

へ
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

⑨
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

は
、「
支
払
い
保
険
料
等
の
証
明
書
」

（
一
般
の
生
命
保
険
契
約
に
係
る
保

険
料
で
、
一
契
約
に
つ
い
て
、
平
成

21
年
中
に
支
払
っ
た
額
が
9,000
円
以
下

の
も
の
を
除
き
ま
す
）

⑩
地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

は
、「
支
払
い
保
険
料
等
の
証
明
書
」

⑪
寄
附
金
（
税
額
）
控
除
を
受
け
る

方
は
、「
寄
附
金
の
領
収
書
、
証
明

書
等
」

⑫
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
方
は
、「
住
民
票
（
の
写
し
）」、「
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末

残
高
等
証
明
書
」、「
登
記
簿
の
謄
本

ま
た
は
抄
本（
登
記
事
項
証
明
書
）」、

「
売
買
契
約
書
」、「
請
負
契
約
書
」

な
ど

⑬
本
人
お
よ
び
扶
養
控
除
対
象
者
で

障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、「
身

体
障
害
者
手
帳
」、「
療
育
手
帳
」
な

ど⑭
所
得
税
の
還
付
の
あ
る
方
は
預
金

口
座
の
わ
か
る
も
の



確
定
申
告
は
自
宅
で

申
告
で
き
る
ｅイ

ー
―

Ｔタ

ッ

ク

ス

ａ
ｘ
で
！

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
）」
な
ら
、
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
で
国
税
の
申
告
、
納
税
等
の
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
、
申
告
所

得
税
の
確
定
申
告
期
間
中
は
24
時
間

ご
利
用
可
能
で
す
。

■
Ｈ
Ｐ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直
接

電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

■
最
高
5,000
円
の
税
額
控
除

本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明

書
を
付
し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
な
う
と
、
最
高
5,000
円

の
所
得
税
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
平
成
19
年
分
ま
た

は
平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
で
本
控

除
の
適
用
を
受
け
た
方
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）

■
添
付
書
類
が
提
出
不
要

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

で
行
な
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書

や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
提
出
に
代
え

て
、
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
で

き
ま
す
。（
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年

間
、
添
付
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
。（
３
週

間
程
度
に
短
縮
）

（
注
）
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
に

あ
た
っ
て
は
、
電
子
証
明
書
の
取

得
が
必
要
で
す
。

▼
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
電
子
証
明
書
を
利
用
さ
れ

る
場
合
に
は
、
市
区
町
村
で
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
取
得
し
、
こ

れ
に
電
子
証
明
書
の
発
行
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
使
用
す
る
電
子
証
明
書
が
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
別
途
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
、
青
色
申

告
決
算
書
、
収
支
内
訳
書
な

ど
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
、

プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
す
れ
ば
、

窓
口
や
郵
送
で
そ
の
ま
ま
提

出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
に

関
す
る
各
種
用
紙
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

※
ご
利
用
条
件
な
ど
の
詳
細

は
、
画
面
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

障害者控除対象者認定書を交付します
障害者手帳等のない方でも、平成21年12月31日時点で65歳以上で
あり、介護保険の要介護認定（要支援は除く）を受けている方は、「障
害者控除対象者認定書」の交付を受けることにより、所得税、市・県
民税の障害者控除あるいは特別障害者控除の対象となります。「障害
者控除対象者認定書」の交付を受けたい方は、長寿社会課か淀江支
所市民生活課で申請してください。
■問い合わせ・申込　長寿社会課（☎２３－５１３６）
　　　　　　　　　　淀江支所市民生活課（☎５６－３１１３）

社会保険料控除
平成21年中に支払った国民健康保険料、後期高齢者医療保険料、介
護保険料、国民年金保険料は、社会保険料控除の対象になります。な
お、国民年金保険料については、その証明書の添付（または提示）が
義務付けられています。
■問い合わせ
●国民健康保険料　保険年金課（☎２３－５１２４）
●後期高齢者医療保険料　保険年金課（☎２３－５１２４）
●介護保険料　長寿社会課（☎２３－５１３１）
●国民年金保険料　米子年金事務所（☎３４－６１１１）
※お問い合わせの際には、氏名、住所、生年月日のほか、国民健康保険・
後期高齢者医療・介護保険では被保険者番号、国民年金では基礎年
金番号が必要です。

所得税、市・県民税、個人事業税、贈与税、消費税の申告が始まります。
例年、３月になると相談会場は大変混雑します。長時間お待ちいただくことも予想されますので、あらかじ
め「申告に必要なもの」を事前に整え、お早めにお出かけください。ご協力をお願いします。
■問い合わせ　市・県民税…市役所市民税課市民税係（☎２３－５１１４）
　　　　　　　所得税・贈与税・消費税…米子税務署（☎３２－４１２１）
　　　　　　　個人事業税…西部総合事務所県税局課税課（☎３１－９６２６）

申告相談会場のお知らせ
相談期間にご注意ください！

土、日、祝日を除きます。
米子市役所、米子税務署では実施していません。
■米子コンベンションセンター（２階国際会議場）

▼相談期間：２月10日（水）～３月15日（月）

▼受付時間：午前９時～午後４時
※米子税務署との合同相談です。
■市役所淀江支所（２階大会議室）

▼相談期間：２月８日（月）～２月26日（金）

▼受付時間…午前９時～ 11時、午後１時～４時
◎年金所得および給与所得だけの申告相談日
　●２月８日（月）～２月10日（水）
◎農業所得、事業所得等の申告相談日
　（地区ごとに相談日を決めています）
　●淀 江地区…２月12日（金）～２月17日（水）
　●大 和地区…２月18日（木）～２月22日（月）
　●宇田川地区…２月23日（火）～２月26日（金）
※淀江支所では、所得税、市・県民税のみ受け付
けます。なお、淀江支所での相談は混雑が予想さ
れます。なるべく米子コンベンションセンターに
お出かけください。



新型インフルエンザワクチンの
接種ができるようになります

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
国

が
優
先
順
位
を
設
定
し
、
症
状

が
重
く
な
っ
た
り
、
亡
く
な
っ

た
り
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
方
を

優
先
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
接
種
回
数
の
見
直
し
に
よ

り
、
ワ
ク
チ
ン
確
保
の
見
通
し

が
立
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
優

先
接
種
対
象
者
以
外
の
方
も
接

種
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
見
込

み
と
な
り
ま
し
た
。
接
種
が
開

始
さ
れ
る
時
期
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
で
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
っ
て
、
米
子
市
で

設
け
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

制
度
の
適
用
を
優
先
接
種
対
象

者
以
外
の
方
へ
も
拡
大
す
る
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。
詳
細
が

決
ま
り
次
第
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

効
果
・
必
要
性
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
症
状
が
重
く
な
っ
た
り
、

亡
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
防

ぐ
の
に
一
定
の
効
果
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
感
染
を
100
％

防
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種
で
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

効
果
、
副
反
応
（
副
作
用
）
な

ど
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
医
師

と
も
ご
相
談
の
う
え
、
個
人
の

判
断
に
よ
り
接
種
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は

予
約
が
必
要
で
す

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
、
国
と
委
託
契
約
を
結

ん
だ
医
療
機
関
で
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
。
必
ず
接
種
医
療
機
関
に
電

話
等
で
予
約
を
し
、
接
種
日
時

な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ま

ず
は
感
染
し
な
い
こ
と
が
１
番

で
す
。
ま
た
仮
に
感
染
し
て
し

ま
っ
た
場
合
で
も
あ
わ
て
ず
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
方
が
軽
症
で
順
調

に
回
復
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
感
染
予
防
と
対
策

・
な
る
べ
く
人
ご
み
に
出
か
け

る
こ
と
を
避
け
、
や
む
を
得
ず

出
か
け
る
際
は
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
な
ど
「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
帰
宅
時
に
は
手
洗
い
と
う
が
い

を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
睡
眠
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
取
り
、

栄
養
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

・
室
内
を
適
切
な
温
度
や
湿
度
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
し
な
く
て
も
困
ら
な
い
よ

う
、
食
料
や
日
用
品
な
ど
を
２

週
間
分
程
度
備
蓄
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

■
医
療
機
関
で
の
受
診
時
に
お

け
る
注
意

　

急
な
発
熱
や
咳
、
喉
の
痛
み

な
ど
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
症

状
」
が
現
れ
た
と
き
は
、
ま
ず

「
か
か
り
つ
け
の
医
師
」
や
、
身

近
な
医
療
機
関
に
電
話
を
し
て
、

受
診
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
し
て
い
る
方
が
い
き
な
り
病

院
な
ど
に
行
く
と
、
待
合
室
な

ど
で
感
染
を
広
げ
て
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
電
話
を
し
て
、
マ
ス
ク

を
つ
け
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
か
か
り
つ
け
の
医
師
」
が
な

い
場
合
や
、
ど
こ
の
医
療
機
関

を
受
診
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
場
合
は
「
総
合
発
熱
相
談

セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

総
合
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
福
祉

保
健
局
（
米
子
保
健
所
）

☎
31
―
５
８
０
０

＊
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
相
談
窓
口
…

　

鳥
取
県
健
康
政
策
課

　

FAX
０
８
５
７
―
26
―
８
１
４
３

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
相
談
室

〒
683
―
８
６
８
６

米
子
市
東
町
161
―
２

米
子
市
役
所
第
２
庁
舎
１
階

☎
23
―
５
５
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
５
５
６
５



新型インフルエンザワクチン接種医療機関
■新型インフルエンザワクチン接種医療機関は、鳥取県公式ウェブサイトで随時新しい情報がご覧いただけます。
　⇒鳥取県公式ウェブサイト（新型インフルエンザ対策）　http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=38866

医療機関名 所在地 TEL FAX
接種の範囲

医療機関名 所在地 TEL FAX
接種の範囲

自院の
入 院
患 者

自院の
通 院
患 者

一般の
来 院
患 者

自院の
入 院
患 者

自院の
通 院
患 者

一般の
来 院
患 者

赤ちゃんこどもクリニックしんざわ 新開5-1-9 39-2539 39-2541 ○ たなか内科クリニック 浦津222-17 37-0700 37-0701 ○ ○
安達医院 両三柳2048 22-9500 34-9434 ○ ○ 田辺内科胃腸科医院 道笑町4-95 33-2010 33-8100 ○
阿部クリニック 福市2276-1 39-7000 39-7800 ○ ○ 谷本こどもクリニック 榎原1888-3 26-3030 26-4510 ○ ○
安部内科医院 新開6-4-9 23-2555 23-2564 ○ 民本医院 旗ケ崎7-25-28 29-9611 29-9257 ○ ○
石川内科胃腸科医院 義方町14-5 22-6620 22-8250 ○ 辻田耳鼻咽喉科医院 河崎605-1 29-1187 29-1152 ○ ○
石田内科循環器科医院 夜見町1758-1 29-4343 ― ○ 堤消化器・内科クリニック 両三柳2300-1 39-2230 39-2231 ○ ○
いしはら皮膚科クリニック 新開6-5-24 38-4112 38-4113 ○ ○ 常松医院 福市574-5 26-2100 26-2129 ○ ○
井田レディースクリニック 東町228 32-3300 32-3301 ○ ○ ○ 富長内科眼科クリニック 東福原5-12-19 35-3511 35-3512 ○ ○
伊藤内科胃腸科医院 上福原3-3-73 22-2714 22-3346 ○ ○ 中井医院 旗ケ崎7-20-12 24-0029 24-0052 ○ ○
井上クリニック 東町138 32-5110 32-5152 ○ ○ 永井整形外科医院 上後藤1-8-26 33-8866 22-8283 ○
井上内科医院 中島1-1-55 33-5036 33-5036 ○ ながお整形外科クリニック 尾高904-3 37-0133 37-0132 ○
医療生協おおたか診療所 尾高2740-1 27-9190 27-9205 ○ なかしま耳鼻咽喉科医院 道笑町4-122-1 31-2088 31-1199 ○
医療生協米子診療所 博労町3-80-1 34-1201 35-5023 ○ 中曽産婦人科医院 西福原4-8-41 22-5360 33-2732 ○ ○
岩本医院 尾高3040-5 27-5581 27-5582 ○ 永原医院 淀江町西原1029-41 56-5678 56-5676 ○ ○
うえます内科小児科クリニック 安倍38-2 48-1000 48-1111 ○ ○ 永見医院 久米町284-2 32-3166 32-3190 ○
FOLとみます外科プライマリーケアクリニック 富益町3533-2 25-6600 25-6700 ○ ○ 中村医院 上後藤3-1-6 29-3795 29-6930 ○ ○
大賀内科クリニック 西福原4-2-1 22-5220 22-5231 ○ 新田外科胃腸科病院 中島2-1-46 33-1100 33-1159 ○ ○ ○
太田医院 東町305 34-3098 34-3098 ○ ○ 野口内科クリニック 角盤町4-5-2 22-6700 33-8661 ○
おおの小児科内科医院 西福原3-10-34 35-5611 35-5612 ○ 野坂医院 上新印256-6 27-0610 27-5268 ○ ○
岡﨑内科医院 上福原2-17-20 34-7151 34-7153 ○ ○ 野坂内科医院 博労町1-48-3 31-0707 31-0660 ○ ○
岡空医院 糀町1-25 22-2033 22-8356 ○ 博愛病院 両三柳1880 29-1100 29-6322 ○ ○ ○
おかだ内科クリニック 夜見町3043-1 48-1750 48-1751 ○ ○ 旗ケ崎内科クリニック 旗ケ崎9-14-29 24-5188 24-5187 ○
越智内科医院 加茂町1-21 22-2503 23-2891 ○ ○ 母と子の長田産科婦人科クリニック 上後藤8-5-1 29-3131 29-3133 ○ ○ ○
面谷内科循環器科クリニック 昭和町71-1 38-1600 38-1606 ○ ○ 彦名クリニック 彦名町2856-3 29-0159 29-6808 ○ ○
皆生温泉病院 皆生新田3-7-8 32-9119 32-3869 ○ ○ ○ ひだまりクリニック 車尾南1-12-41 37-5188 37-5190 ○
皆生病院 新開4-5-1 22-3638 22-3638 ○ ファミリークリニックせぐち小児科 西福原9-16-26 38-0780 38-0781 ○
梶谷医院 大崎3035 28-6667 28-8221 ○ 吹野内科消化器科小児科クリニック 米原7-1-45 33-5200 33-5290 ○ ○
加藤クリニック 皆生3-6-32 35-7000 35-7001 ○ ふくいちクリニック 福市1668-7 26-6777 26-6778 ○ ○
鎌沢マタニティークリニック 熊党142-7 27-1355 27-3489 ○ ○ 藤井外科医院 奥谷1157 26-4181 26-4760 ○ ○ ○
上福原内科クリニック 上福原578-6 32-7550 32-7551 ○ ○ ふじせクリニック 両三柳5480 23-2255 23-2256 ○ ○
川田内科医院 皆生温泉1-4-1 32-1878 32-1978 ○ ○ 宝意内科医院 万能町16 22-2790 32-8076 ○ ○
かわたに医院 車尾南1-8-30 35-8888 35-8899 ○ ○ 細田内科医院 角盤町3-169 22-5783 33-8903 ○ ○
キッズクリニックうめはら 皆生新田3-1-17 31-6020 31-6021 ○ 本田医院 八幡703-1 26-0155 26-1936 ○ ○
木下内科医院 河崎987 29-9535 24-1981 ○ ○ 松浦診療所 東町163 22-2446 34-9693 ○ ○
きむら小児科 皆生3-12-1 32-1757 32-1887 ○ 松田内科クリニック 尾高862-18 27-9280 27-2216 ○
木村内科医院 天神町2-35 33-1000 33-9500 ○ 松本医院 河崎1740-19 29-8181 29-8181 ○
木村皮膚科クリニック 東福原3-8-58 33-9182 33-9183 ○ マリ医院 淀江町今津150 56-5111 56-5112 ○ ○ ○
錦海リハビリテーション病院 錦海町3-4-5 34-2300 34-2303 ○ ○ ミオ･ファティリティ・クリニック 車尾南2-1-1 35-5211 35-5213 ○ ○
久野内科医院 富益町2165-2 25-0055 ― ○ ○ 都田内科医院 紺屋町133 22-5065 35-0880 ○ ○
クリ内科胃腸科クリニック 西福原6-2-28 34-4811 34-4812 ○ ○ 三好内科医院 道笑町1-101 22-2870 22-2830 ○ ○
健クリニック 中町 123-3 32-1123 32-0308 ○ ○ 森内科医院 石井699-1 26-4518 26-4518 ○ ○
県立総合療育センター 上福原7-13-3 38-2155 38-2156 ○ ○ もりむら皮フ科クリニック 道笑町4-121 23-4112 35-4100 ○
小酒外科医院 福市1730-10 26-2266 26-4888 ○ ○ 安田内科医院 二本木 539 27-1751 27-1751 ○
小竹内科循環器クリニック 角盤町2-101-6 35-8757 35-8707 ○ やまがた整形外科クリニック 上福原1455-22 37-3700 37-3702 ○
こどもクリニックかさぎ 中町76-2 22-2700 22-0034 ○ ○ 山口外科医院 夜見町2786-4 29-0355 24-4303 ○
坂口内科 尾高町112 32-1127 32-1226 ○ ○ 山田内科医院 錦町1- 39 32-2355 32-2324 ○ ○
さくま内科・脳神経内科クリニック 長砂町59-1 30-2000 30-2001 ○ ○ 山本整形外科医院 大篠津町1116 28-8026 28-5133 ○ ○
山陰労災病院 皆生新田1- 8-1 33-8181 22-9651 ○ ○ 山本泌尿器クリニック 車尾南1-8-32 31-8500 31-8501 ○
清水皮膚科形成外科医院 角盤町4-23 32-1112 32-2029 ○ 弓場医院 旗ケ崎2-12-10 34-3303 34-6630 ○ ○
下山医院 上福原5-5-43 32-8252 34-6552 ○ 弓ヶ浜診療所 富益町1128 25-6030 25-6031 ○
循環器クリニック花園内科 東福原3-9-1 34-5111 32-0111 ○ ○ 養和病院 上後藤3-5-1 29-5351 29-7179 ○ ○
消化器クリニック米川医院 両三柳880-1 29-1170 24-0237 ○ ○ ○ 淀江クリニック 淀江町淀江682 56-6611 56-6616 ○ ○
白石医院 安倍129-3 24-0008 24-0002 ○ ○ 米子医療センター 車尾4-17-1 33-7111 34-1580 ○ ○
真誠会セントラルクリニック 河崎580 29-0099 24-2369 ○ ○ ○ 米子中海クリニック 彦名町1250 24-1501 24-1502 ○ ○ ○
周防内科医院 上後藤7-3-27 29-2080 29-3569 ○ ○ 米子ハートクリニック 彦名町1480-3 30-0609 30-0612 ○ ○
菅村内科医院 東福原1-4-60 32-9613 32-9613 ○ ○ 米子東病院 淀江町佐陀2169 56-5232 56-5233 ○ ○ ○
住吉内科眼科クリニック 安倍200-1 30-0215 30-0228 ○ ○ 米子病院 日原319-1 26-1611 26-0801 ○
高島病院 西町6 32-7711 23-3863 ○ ○ ○ 米子南クリニック 奥谷1135-7 39-7777 39-7778 ○ ○
瀧田整形外科医院 角盤町4-145-1 32-9121 35-9110 ○ 若原内科外科医院 三本松1-6-3 35-3272 35-3273 ○
竹内医院 祇園町2-100 32-2161 34-6628 ○ ○ 脇田産婦人科医院 中町123-5 33-1031 33-1095 ○ ○ ○
たじま医院 錦海町1-10-6 23-5800 31-5188 ○ 渡辺内科医院 皆生温泉1-12-32 22-5601 22-5688 ○



軽
自
動
車
・
原
付
自
転
車

３
月
中
に
廃
車
の
手
続
き
を

　

軽
自
動
車
や
原
付
自
転
車
は
、

す
で
に
使
わ
な
く
な
っ
た
り
、

放
置
や
廃
棄
処
分
、
譲
渡
を
さ

れ
て
い
る
場
合
で
も
、
廃
車
の

届
け
出
を
さ
れ
て
い
な
い
と
、

平
成
22
年
度
以
降
も
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

届
け
出
が
ま
だ
の
方
は
、
３

月
中
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
原
動
機
付
自
転
車
（
125
Ｃ
Ｃ

以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ
）・
農
耕
作

業
車
・
小
型
特
殊
作
業
車
の
届

け
出
は
・
・
・
市
民
税
課
（
☎

23
―
５
１
１
１
）、
淀
江
支
所
市

民
生
活
課
（
☎
56
―
３
１
１
４
）

▼
軽
自
動
車
・
軽
二
輪
（
125
Ｃ

Ｃ
を
超
え
250
Ｃ
Ｃ
以
下
の
オ
ー

ト
バ
イ
）
の
届
け
出
は
・
・
・

鳥
取
県
軽
自
動
車
協
会
（
鳥

取
市
安
長
77
番
地
３
・
☎

０
８
５
７
―
28
―
７
０
２
１
）

▼
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
250
Ｃ

Ｃ
を
超
え
る
オ
ー
ト
バ
イ
）
の

届
け
出
は
・
・
・
鳥
取
運
輸
支

局
（
鳥
取
市
丸
山
町
224
番
地
・

☎
０
８
５
７
―
22
―
４
１
５
４
）

農
耕
作
業
車
・
小
型
特
殊
作
業

車
は
登
録
が
必
要
で
す

　

ト
ラ
ク
タ
ー
・
乗
用
装
置
付

き
の
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
農
耕

作
業
車
や
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
の
小
型
特
殊
作
業
車
は
、

道
路
を
走
ら
な
く
て
も
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
ま
だ

付
け
て
い
な
い

方
は
、
市
民
税

課
か
、
淀
江
支

所
市
民
生
活
課
で
登
録
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
に
必
要
な
も
の

販
売
証
明
書
（
車
名
・
車
体
番

号
・
型
式
認
定
番
号
・
総
排
気

量
の
記
載
が
あ
る
も
の
）、
印

鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印
を

除
く
）

■
問
い
合
わ
せ

市
民
税
課

（
☎
23
―
５
１
１
１
）

淀
江
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
56
―
３
１
１
４
）

　

米
子
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

５
年
間
の
行
財
政
改
革
を
進
め

て
い
く
上
で
の
基
本
方
針
と
な

る
「
第
２
次
米
子
市
行
財
政
改

革
大
綱
」（
平
成
22
年
度
～
平
成

26
年
度
）
お
よ
び
、
具
体
的
な

取
組
内
容
と
実
施
時
期
な
ど
を

明
確
に
し
た
「
第
２
次
行
財
政

改
革
大
綱
・
実
施
計
画
」
の
策

定
作
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
大
綱
お
よ
び
実

施
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・

ご
提
案
に
対
し
て
個
別
に
回
答

は
し
ま
せ
ん
が
、
内
容
ご
と
に

整
理
し
て
、
市
の
考
え
方
と
あ

わ
せ
て
後
日
公
表
し
ま
す
。

◆　
　

◆　
　

◆

■
意
見
の
募
集
期
間

２
月
15
日
㈪
ま
で

■
資
料
の
閲
覧
方
法

米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
閲
覧
資
料
設
置

場
所
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
資
料
設
置
場
所

行
政
経
営
課
（
市
役
所
本
庁
舎

３
階
）、
淀
江
支
所
市
民
生
活
課
、

各
公
民
館
、
行
政
窓
口
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
健
康
対
策
課
（
ふ

れ
あ
い
の
里
３
階
）

■
応
募
方
法

行
政
経
営
課
ま
で
ご
持
参
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
な
ど

で
お
送
り
い
た
だ
く
か
、
各
公

民
館
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
683
―
８
６
８
６

米
子
市
加
茂
町
１
―
１

米
子
市
役
所
行
政
経
営
課

☎
23
―
５
３
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
５
３
９
０

Ｅ
メ
ー
ル
…

gyouseikeiei@
yonago-city.jp

◆
第
２
次
米
子
市
行
財
政
改
革
大
綱

お
よ
び
同
実
施
計
画
の
素
案
◆



■対象　５～２歳（平成16年４月２日～平成 20年４月１日生）
幼稚園名 所 在 地 電話番号 幼稚園名 所 在 地 電話番号
良 善 安倍 65 ２４－０８１５ み ず ほ 陰田町 324－6 ３３－３１１８
米 子 両三柳 2755 ２４－３５００ 東 み ず ほ 福市 1730－9 ２６－３９３１
あ け ぼ の 義方町４－1 ２２－５０５４ か も め 夜見町 2568 ２９－１０５８
か い け 新開 4－14－11 ２２－７９００ に し き 河崎 1660 ２９－５６７５
米子みどり 車尾 3－12－56 ３３－５１０６ 西部あおば 二本木 259 ２７－３４５９

　

こ
の
た
び
新
米
子
市
は
、

平
成
17
年
３
月
の
合
併
以
来
、

満
５
歳
の
記
念
の
年
を
迎
え

ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
便
利
で
快

適
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
市
の
行
政
情
報
や

地
域
生
活
情
報
な
ど
を
１
冊

に
ま
と
め
た
、「
米
子
市
く
ら

し
の
ガ
イ
ド
」
発
行
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
に
は
、
戸
籍
・
住

民
登
録
な
ど
の
各
種
手
続
き
、

健
康
・
医
療
・
福
祉
の
制
度

な
ど
、
市
民
生
活
に
必
要
な

情
報
と
と
も
に
、
観
光
情
報

な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
の
財
政

負
担
を
伴
わ
な
い
よ
う
、
官

民
協
働
で
行
な
い
、
米
子
市

が
行
政
情
報
を
提
供
し
、
㈱

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
、
広
告
収

入
を
も
と
に
編
集
・
印
刷
・

配
布
を
行
な
う
も
の
で
、
企

業
の
広
告
な
ど
も
掲
載
し
ま

す
。

　

平
成
22
年
６
月
頃
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
予
定

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課

（
☎
23
―
５
３
７
２
）　

広
告
募
集
中
！

　

広
告
の
募
集
に
あ
た
っ
て

は
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
市
内

の
事
業
所
や
店
舗
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
告
掲
載
を
㈱
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
に
直
接
お
申
し
込

み
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。

■
広
告
に
関
す
る
申
込
・
問
い

合
わ
せ

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
松
江
支
店

☎
０
８
５
２
―
25
―
１
３
６
６

FAX
０
８
５
２
―
25
―
３
３
７
５

米
子
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
を
発
行
し
ま
す

■
作
品
の
展
示
日
程

▼
２
月
15
日
㈪
～
21
日
㈰

　

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ

　
（
Ｍ
・
Ｋ
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
倶
楽
部
）

▼
２
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮

　

押
し
花

　
（
福
米
東
公
民
館
押
し
花
教
室
）

▼
２
月
27
日
㈯
～
３
月
７
日
㈰

　

中
国
画

　
（
中
国
画　

珠
鳳
の
会
）

▼
３
月
８
日
㈪
～
３
月
14
日
㈰

　

押
し
花

　
（
押
し
花
サ
ー
ク
ル 

撫
風
花
）

▼
３
月
15
日
㈪
～
17
日
㈬

　

陶
芸

　
（
彦
名
陶
芸
同
好
会
）

※
各
展
示
と
も
、
初
日
は
午
前

11
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
が
観
覧
時
間
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
入
場
料　

無
料　

■
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

（
☎
23
―
５
３
５
６
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
交
流
展

　

こ
の
作
品
展
は
、
地
域
の
公

民
館
活
動
な
ど
の
中
で
制
作
さ

れ
た
作
品
を
、
公
共
施
設
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
を
利
用

し
て
、
気
軽
に
展
示･

発
表
す

る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
５
つ
の
団
体
が
作

品
を
入
れ
替
え
て
展
示
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間

２
月
15
日
㈪
～
３
月
17
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
８
時
（
水
曜

日
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

■
会
場

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

談
話
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー



　

米
子
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
「
米
子
市
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

根
強
い
固
定
的
役
割
分
担
意
識

　

家
庭
で
の
役
割
に
つ
い
て
、
誰
が
主
に
担
っ
て

い
る
か
の
質
問
で
は
、
特
に
「
食
事
の
し
た
く
・

後
片
付
け
」「
掃
除
・
洗
濯
」「
介
護
・
看
護
」
は

女
性
が
担
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
回
答
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
家
事
、
介
護
・
育
児

は
女
性
の
ほ
う
が
向
い
て
い
る
」
と
思
う
割
合
は

男
性
の
ほ
う
が
女
性
よ
り
も
高
く
、
家
庭
内
で
の

性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
意
識
が
根
強
い
と

い
え
ま
す
。

家
庭
内
で
の
役
割
分
担
と
そ
の
満
足
度

　

男
女
共
に「
夫
婦
両
方
」

で
家
事
を
行
な
っ
て
い
る

人
は
満
足
度
が
高
い
傾
向

が
み
ら
れ
ま
す
。「
食
事

の
し
た
く
」
を
「
夫
婦
両

方
」
で
行
な
う
人
は
、
満

足
度
は
女
性
が
92
・
９
％
、

男
性
が
75
・
７
％
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
女
性
に

と
っ
て
は
夫
婦
で
一
緒
に

家
事
を
行
な
う
こ
と
が
家

庭
生
活
を
よ
り
満
足
い
く

も
の
に
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。（
下
表
）

地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
の
役
割
の
違
い

　

地
域
活
動
で
の
男
女
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

は
、
男
性
が
中
心
と
な
り
、
女
性
は
補
助
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
女
性
が
役
職
に
就
き
た
が
ら
な
い

と
い
う
回
答
も
、
男
女
共
に
40
％
前
後
あ
り
ま

す
。
女
性
の
方
針
決
定
な
ど
の
場
へ
の
参
画
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
に

と
ら
わ
れ
な
い
、
女
性
が
参
画
し
や
す
い
環
境

作
り
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
の
生
活
に
つ
い
て
の
満
足
度

　

地
域
活
動
、
社
会
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
人

と
、
し
て
い
な
い
人
と
の
満
足
度
を
比
較
し
た

場
合
、
活
動
し
て
い
る
人
の
ほ
う
が
満
足
度
が

高
く
、
生
活
に
つ
い
て
も
肯
定
的
に
評
価
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
活
動
を
通
し
て
、
社
会

や
他
者
と
関
わ
る
こ
と
は
、
生
活
へ
の
満
足
度

も
高
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
　

　

私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
満
足
で
き
る
も
の
に

す
る
た
め
に
は
、
家
事
や
育
児
・
介
護
な
ど
主

に
女
性
が
担
っ
て
き
た
家
庭
で
の
役
割
や
、
男

女
で
偏
り
が
み
ら
れ
る
地
域
で
の
活
動
の
見
直

し
、
ま
た
、
仕
事
と
家
庭
生
活
や
地
域
活
動
な

ど
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
働
き
方
へ
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

そ
の
こ
と
が
、
生
活
や
自
己
へ
の
肯
定
的
な
評

価
を
高
め
、
男
女
が
尊
重
し
合
う
社
会
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　本作は、昭和20年に創立された、大山山麓に住む文化人の集団「麓人会」
の発起人の 1人で、同会の名付け親である、香田勝太が、大正15年か
ら３年間渡欧した際に描いた作品です。その裏面には、「パリ近郊ヴェ
トイユにて」と記されています。ヴェトイユとは、パリから４時間ほど
のセーヌ川下流に位置する、野の草花が一面に咲きほこる美しい光景が
有名な、日本人の画家たちがよく訪れた写生地です。香田自身もこの地
にしばらく滞在しました。ヴェトイユの野の花を題材に色彩豊かに描か
れた本作からは、花をこよなく愛した香田の心情がうかがえます。
　また、この作品は、平成５年に桝水高原に建てられてた香田の記念碑に、
代表作として陶版にプリントされ、飾られています。
　３月７日（日）から開催の、米子市美術館常設展Ⅲ「香田勝太と麓人会
の仲間達」では、所蔵作品の中から香田勝太作品と香田と交流のあった
当時の麓人会参加作家の作品を紹介いたします。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　
■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

10
日
㈬
、
３
月
10
日
㈬

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

行
政
相
談

国
な
ど
役
所
へ
の
ご
要
望
、
ご
意

見
に
つ
い
て
行
政
相
談
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。予
約
不
要
で
す
。

と

き

３
日
㈬
、
22
日
㈪
、
３
月
11
日
㈭

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
４
階
402
会
議
室

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
１
）

　

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

弁
護
士
や
司
法
書
士
等
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
１
件
30
分
。

要
予
約
。

と

き

24
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
予
約

鳥
取
県
西
部
消
費
生
活
相
談
室

（
☎
34
―
２
６
４
８
）

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

買
物
、
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
や

借
金
、
架
空
請
求
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
時
間

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

消
費
生
活
相
談
室
（
市

役
所
本
庁
舎
４
階
）　　
　
　

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
消
費
生
活

相
談
室
（
☎
35
―
６
５
６
６
）

と
こ
ろ

米
子
し
ん
ま
ち
天
満
屋
５
階

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
弁
護
士
会

米
子
支
部
（
☎
23
―
５
７
１
０
）

　

農
地
相
談

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

19
日
㈮

●
市
役
所
本
庁
舎
４
階
402
会
議
室

午
前
10
時
～
正
午

●
大
篠
津
公
民
館

午
後
２
時
～
４
時

問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
２
７
７
）

　

税
の
無
料
相
談
会

税
金
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と

き　

21
日
㈰

と
こ
ろ

　

▼
米
子
高
島
屋

東
館
３
階
特
設
会
場

　

▼
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ン
ト　
５
境
港
店

問
い
合
わ
せ
　
中
国
税
理
士
会
米

子
支
部
（
☎
32
―
４
７
９
５
）

　

鳥
取
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・
悪
徳

商
法
被
害
・
交
通
事
故
な
ど
、
行

政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

13
日
㈯
、
３
月
７
日
㈰

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

＊
３
月
は
、「
か
ぷ
り
あ
祭
」
の

日
の
催
し
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

と
こ
ろ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
会
議
室

（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
７
―
24
―
２
７
４
４
）

　

農
地
の
相
続
な
ど
に
は
届
出
が

必
要
で
す

農
地
法
等
が
一
部
改
正
さ
れ
、
相

続
な
ど
に
よ
る
農
地
の
権
利
取
得

を
し
た
と
き
に
は
、
農
業
委
員
会

へ
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。
相
続
な
ど
に
よ
る
農
地
の
権

利
取
得
を
農
業
委
員
会
が
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
有
効
利

用
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

相
続
な
ど
に
よ
り
、
農
地
法
の
許

可
を
必
要
と
し
な
い
農
地
の
権
利

取
得
を
さ
れ
た
方
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
２
７
７
）

　

心
配
ご
と
相
談
・
法
律
相
談

●
心
配
ご
と
相
談

日
常
生
活
の
悩
み
や
心
配
ご
と
に

つ
い
て
、
相
談
員
（
民
生
委
員
）

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
不
要
で
、
無
料
で
す
。

と

き
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里　

１
階

●
法
律
相
談

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
１
人
30
分
。
要
予
約
。

と

き　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

１
階

※
法
律
相
談
の
予
約
は
、毎
週
月・

水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

３
時
に
、☎
22
―
７
８
３
０
ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
米
子

法
律
に
関
す
る
困
り
ご
と
、
多
重

債
務
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金
、

交
通
事
故
な
ど
に
つ
い
て
弁
護
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。１
人
30
分
。

5,000
円
（
た
だ
し
、
多
重
債
務
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金
の
相
談
は
無

料
）。
要
予
約
（
予
約
受
付
日
時

…
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）。

と

き

毎
週
火
曜
日　

午
後
３
時
～
７
時

「
２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日
で
す
」

く
ら
し
の

情
報

く
ら
し
の

情
報

０５７０－０６４－３７０
消費生活相談窓口につながりま
す。ガイダンスに従って操作し
てください。
年末年始を除く土・日・祝日も
受付。ただし、夜間はガイダン
スのみです。



　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
縦
覧
し
ま
す

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製

し
た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
」
の
縦
覧
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

と
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
有
権

者
に
な
れ
ま
せ
ん
。

登
録
漏
れ
や
誤
り
が
あ
れ
ば
、
こ

の
期
間
中
に
異
議
の
申
し
立
て
が

で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
縦
覧
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

期
間

２
月
23
日
㈫
～
３
月
９
日
㈫

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
23
―
５
３
４
６
）

　

就
学
通
知
書
の
ご
確
認
を

平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
は
、
今
年
の
４
月
に
新
し

く
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
度
、
米
子
市
教
育
委
員
会
で

は
、
小
学
校
新
１
年
生
の
保
護
者

の
方
に
「
就
学
通
知
書
」
を
お
送

り
し
ま
し
た
。
就
学
通
知
書
が
届

か
な
い
と
き
は
、
教
育
委
員
会

事
務
局
学
校
教
育
課
（
☎
23
―

５
４
３
３
・
23
―
５
４
３
４
）
へ

お
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

葉
た
ば
こ
黄
斑
え
そ
病
へ
の
防

除
に
ご
協
力
を
―
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

栽
培
さ
れ
る
方
へ
―

「
葉
た
ば
こ
黄
斑
え
そ
病
」
は
、

葉
た
ば
こ
に
と
っ
て
重
大
な
病
気

で
、
感
染
す
る
と
収
穫
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。こ
の
病
気
は
、ジ
ャ

ガ
イ
モ
が
持
つ
病
原
ウ
イ
ル
ス
が

原
因
で
、
そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
４
～

５
月
頃
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
伝
搬
す

る
こ
と
に
よ
り
、
発
病
し
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

葉
た
ば
こ
耕
作
地
域
で
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
栽
培
さ
れ
る
方
は
、
次
の
こ

と
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
葉
た
ば
こ
農
家
が
行
な
う
近
隣

ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
へ
の
ア
ブ
ラ
ム
シ

防
除
剤
の
散
布
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

●
自
家
採
種
い
も
は
保
毒
率
が
高

い
の
で
、
検
定
済
み
の
健
全
な
種

い
も
を
作
付
け
し
ま
し
ょ
う
。

●
掘
り
残
し
い
も
、
捨
て
い
も
は

畑
か
ら
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

●
葉
た
ば
こ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
近

接
栽
培
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

農
林
課
（
☎
23
―
５
２
３
２
）

　

㈶
米
子
市
教
育
文
化
事
業
団　

嘱
託
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
・
職
務
内
容

司
書
・
１
人
・
米
子
市
立
図
書
館

等
に
勤
務
し
司
書
業
務
に
従
事

（
司
書
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
方
）

試
験
日
・
科
目
・
場
所　

24
日
㈬
・

作
文
、
面
接
・
文
化
ホ
ー
ル

採
用
予
定
日

平
成
22
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

１
日
㈪
～
17
日
㈬
（
当
日
必
着
）

受
験
案
内
請
求
・
申
込
・
問
い
合

わ
せ
　
㈶
米
子
市
教
育
文
化
事
業

団
事
務
局
（
文
化
ホ
ー
ル
内　

☎

35
―
６
４
１
１
）

　

平
成
22
年
度
学
校
給
食
用
物
資

の
納
入
希
望
業
者
募
集

購
入
物
資（
各
品
目
ご
と
に
募
集
）

▼
野
菜
類
▼
果
物
類
▼
調
味
料
類

▼
乾
物
類
▼
麺
類
▼
食
肉
（
お
よ

び
そ
の
加
工
品
）
▼
練
製
品
▼
豆

製
品
▼
卵
類
▼
油
脂
類
▼
缶
詰
類

▼
冷
凍
食
品
▼
魚
介
類（
加
工
品
）

▼
乳
類
▼
も
や
し
▼
こ
ん
に
ゃ
く

申
込
期
間
　
19
日
㈮
～
26
日
㈮

申
込
場
所
　
㈶
米
子
市
学
校
給
食

会
（
大
谷
町
28
―
８　

米
子
市
立

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
）

※
く
わ
し
く
は
、
米
子
市
学
校
給

食
会
（
☎
33
―
４
７
５
２
）
ま
で
。

　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

育
児
の
援
助
を
行
な
っ
て
い
た
だ

く
“
援
助
会
員
”
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
好
き
な
方
・
育

児
経
験
の
あ
る
方
・
何
か
や
っ
て

み
た
い
方
・
・
・

米
子
市
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
資

格
は
問
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て
地
域
の

中
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
援
助
会
員
登
録
講
習
会
】

と

き　

22
日
㈪

午
前
９
時
10
分
～
午
後
４
時
10
分

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

講
習
内
容　

▼
子
ど
も
の
発
育
・

病
気
に
つ
い
て
▼
子
ど
も
の
遊
び

（
身
近
な
材
料
で
お
も
ち
ゃ
作
り
）

▼
子
ど
も
の
心
の
発
達
に
つ
い

て
、
な
ど

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

17
日
㈬

＊
託
児
有
り
。

ご
不
明
な
点
な
ど
、
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
米
子

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン

タ
ー
」（
☎
32
―
０
０
１
６
）

　

予
備
自
衛
官
補
募
集

予
備
自
衛
官
補
は
、
自
衛
官
未
経

験
者
を
自
衛
官
補
と
し
て
採
用

し
、
普
段
社
会
人･

学
生
等
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
所
要
の
教
育
訓
練
を
経
た

後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
し

ま
す
。
一
般
公
募
と
技
能
公
募
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

教
育
期
間
・
資
格

▼
一
般
公
募

教
育
期
間
：
３
年
間
50
日
合
計
400

時
間
の
履
修

応
募
資
格
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
方

▼
技
能
公
募

教
育
期
間
：
２
年
間
10
日
合
計
80

時
間
の
履
修

募
集
期
間
　
４
月
９
日
㈮
ま
で

試
験
日
　
４
月
17
日
㈯
、18
日
㈰
、

19
日
㈪
の
い
ず
れ
か
１
日

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

洗
濯
は
亭
主
の
仕
事
隣
家
の
下
着
揺
れ
お
り
青
空
の
下　
　
　
　

市
民
応
募
作
品



男
の
料
理
教
室
で
習
い
た
る
父
さ
ん
の
ソ
バ
家
族
で
食
べ
る　
　
　
　

市
民
応
募
作
品

学校主事
募集人員　５人
職務内容　市立小・中学校、特別支援学校のいずれかで、
校舎内外の清掃・環境美化、施設内の軽易な補修、文書・
物品の受領・送達、校務に関する印刷・製本、接客対応
などに従事します ｡
試験日・科目　28日（日）・教養、面接
採用予定日　平成22年４月２日
申込受付期間　３日（水）～ 17日（水）（当日消印有効）
＊指定の受験申込書を教育総務課に提出してください。
くわしくは、受験案内でご確認ください。
受験案内、受験申込書の請求、問い合わせ
教育委員会事務局教育総務課（☎２３－５４２１）

住宅確保・就労支援員
募集人員　１人
職務内容　住宅手当に係る相談・事務手続きおよび常用
雇用に向けた就職支援に従事します。
試験日・科目　３月７日（日）・教養、面接
採用予定日　平成22年４月１日
申込受付期間　８日（月）～ 19日（金）（当日消印有効）
＊指定の受験申込書を福祉課に提出してください。
くわしくは、受験案内でご確認ください。
受験案内、受験申込書の請求、問い合わせ
福祉課（☎２３－５１５１）

少年指導員・婦人相談員兼母子自立支援員
募集人員　各１人
応募資格

▼少年指導員　教員免許を有している方。

▼婦人相談員兼母子自立支援員　大学または短大で、児
童福祉、社会福祉、児童学、心理学、教育学もしくは社
会学を専修する学科またはこれらに相当する課程を修め
て卒業した方、または男女共同参画センター等の相談員、
婦人相談員、家庭相談員として、またはこれらに相当す
る相談業務に２年以上従事した方。
試験日・科目　３月６日（土）・作文・面接
＊場所は別途通知します。
採用予定日　平成22年４月１日
申込受付期間　１日（月）～ 15日（月）（当日消印有効）
受験案内、受験申込書の請求、問い合わせ
児童家庭課（☎２３－５１３８）

人権教育推進員
募集人員　３人
応募資格　普通自動車運転免許を有する方
試験日・科目　28日（日）・教養、作文、面接
採用予定日　平成22年４月１日
申込受付期間　８日（月）～ 19日（金）（当日消印有効）
＊指定の受験申込書を人権政策課に提出してください。
くわしくは、受験案内でご確認ください。
受験案内、受験申込書の請求、問い合わせ
人権政策課人権啓発係（☎２３－５４１５）

隣保館事務職員
募集人員　２人
応募資格　普通自動車運転免許を有する方
試験日・科目　28日（日）・教養、作文、面接
採用予定日　平成22年４月１日
申込受付期間　８日（月）～ 19日（金）（当日消印有効）
＊指定の受験申込書を人権政策課に提出してください。
くわしくは、受験案内でご確認ください。
受験案内、受験申込書の請求、問い合わせ
人権政策課同和対策係（☎２３―５２５１）

母子保健推進員
募集人数　３人
職務内容　生後２か月までの赤ちゃん訪問指導を行ないま
す。
応募資格　助産師または保健師免許を有する方
＊採用にあたって、面接を行ないます。
採用予定日　平成22年３月１日
申込受付期間　１日（月）～ 15日（月）（当日消印有効）
履歴書、免許証の写しを健康対策課に提出してください。
受験案内、受験申込書の請求、問い合わせ
健康対策課母子保健係（☎２３－５４５３）

清掃作業員
募集人員　１人
職務内容　環境事業課に勤務し、ボランティア清掃など
の要請対応業務、不法投棄ごみのパトロール業務、市役
所施設ごみの収集業務、し尿収集業務などに従事します。
試験日・科目　27日（土）・作文、面接
採用予定日　平成22年４月１日
申込受付期間　２日（火）～ 12日（金）（当日消印有効）
＊指定の受験申込書を環境事業課に提出してください。
受験案内、受験申込書の請求、問い合わせ
環境事業課（米子市クリーンセンター）☎３０－０２７０

なかよし学級指導員
募集人員　９人程度
職務内容　小学校１年生から３年生までの児童に対し、
心身の健全な発達を促し、遊び、運動などを指導します。
試験日・科目　27日（土）・教養、作文、面接
採用予定日　平成22年４月１日
申込受付期間　１日（月）～ 17日（水）（当日消印有効）
＊くわしくは受験案内でご確認ください。
受験案内、受験申込書の請求、問い合わせ
児童家庭課（☎２３－５１３５）



協
力
だ
ぁ　

家
庭
も
仕
事
も
子
育
て
も　
　
　
　

米
子
南
高
等
学
校
生
徒

◆『スポーツ自転車入門』コース
　～この春自転車で出かけよう～
いま街では、健康づくりや省エネに自転車が人気です。これか
らサイクルスポーツを始めたい方に、選び方から安全で快適な
乗り方やメンテナンスまで、プロから正しく学びます。

と き テ ー マ 講 師
２月27日（土）
13:30 ～ 15:00

スポーツ自転車の選び方、
安全な乗り方、楽しみ方 サイクルスポーツ

クワハラ
　桑

くわはら

原　博
ひろし

さん３月６日（土）
13:30 ～ 17:00

プロに教わるスポーツ自転車
のメンテナンス入門

＜定員＞ 40人（定員になり次第締切り）

◆『住まいを快適に』コース
　～温かな家庭生活は、快適な住まいから～
火災等の災害にも備えつつ、庭づくりやインテリア・収納の工
夫により、住まいの快適度をアップさせましょう。プロに基本・
コツについて楽しく学びます。

と き テ ー マ 講 師
２月27日（土）
15:30 ～ 17:00

災害から命を守る
米子消防署　予防係長

水
み ず

野
の

敏
と し

彦
ひ こ

さん 

３月13日（土）
13:30 ～ 15:00

庭づくりを楽しもう
ガーデンプランナー

松
ま つ ば ら

原香
か よ

代さん

３月13日（土）
15:30 ～ 17:00

家の中を快適にする
収納のコツ

インテリアコーディネーター
　谷

た に も と

本恵
め ぐ

美
み

さん
＜定員＞ 60人（定員になり次第締切り）

■両コースとも…会 場　市役所旧庁舎１階 601会議室
　　　　　　　　受講料　１コース 500円

▼前期とは日時の設定が異なります。日程をご確認ください。

▼２月１日（月）から受付開始。電話申込可。

▼コースごとにお申し込みください。

▼受講料は、受講初日に受付にてお支払いください。

▼「とっとり県民カレッジ」連携講座です。
■申込・問い合わせ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

どなたでも受講できます。お誘いあわせのうえ、お気軽にお出
かけください。
■会場　ふれあいの里　大会議室
■時間　午後１時30分から３時30分まで

▼受講料無料・申込不要

▼県民カレッジ連携講座

■問い合わせ　 生涯学習課（☎２３－５４４４）
第１回
２月15日（月）

「高齢者のうつについて」
講師　西伯病院　精神科部長　高

た か

田
だ

　照
て る

夫
お

さん

第２回
３月１日（月）

「大山寺奇譚」
講師　米子市史編さん事務局　事務総括
　　　　　　　　　　　　　　大

お お は ら

原　俊
しゅん

二
じ

さん

第３回
３月15日（月）

「歌って楽しくリフレッシュ」
講師　よなご童謡の会　会員　山

や ま い し

石ひろ子
こ

さん
伴奏　松

ま つ ば ら

原真
ま り こ

理子さん

米子市男女共同参画センター“かぷりあ”

一人ひとりのステキな出会いが大きなパワーへ
■と き　３月７日（日）
■ところ　米子市文化ホール　イベントホール他
10:00～ オープニング
10:05～ 発表イベント１部（ゴスペル、太極拳、寸劇など）

12:30～

やぁ～やぁ～やぁ～
ビートルズが「かぷりあ」にやって来た！？
ライブ＆トーク「仕事と生活の調和」で行こう！
朗読＆ピアノ演奏
＊鳥取県男女共同参画センターよりん彩活動支援事業公開講座

14:00～ 発表イベント２部（ミュージカル、歌など）
＊その他　フリーマーケット、相談コーナー、体験コー
ナー、喫茶、試食、パネル展示、作品発表、販売（たこ焼き、
おこわ、ケーキ等）など楽しい企画がたくさんあります。

「かぷりあ」は、男女共同参画社会の実現に向けた拠点と
して「米子駅前サティ」４階に開設しています。
今回のテーマは「ひろげる」です。すべての人がかけが
えのない人間として尊重され、希望と誇りをもって充実
した生活を送ることができる男女共同参画社会を、かぷ
りあ利用者や市民の皆さんと一緒にひろげましょう。
年に１度の「かぷりあ祭」、楽しい催し物を企画していま
す。皆さん、お誘いあわせのうえお出かけください。

キャラクター図案、愛称、プロフィール、お名前、連
絡先を明記のうえ、Ａ４用紙または E メールでご応募
ください。

▼応募締切　15日（月）

▼応募・問い合わせ　男女共同参画センター（☎３１
－１５９１）、　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９、
E メール：danjyo@yonago-city.jp）

第４回 しゃべって未
み

来
ら い

や
男の手料理、作って、食べて、

しゃべってみらいや！
　2010年２月14日は旧暦の元旦、中国の春節です。春
節は、中国で最も大切な祝日のひとつで、餃子を作ったり、
餅をついたり、花火を打ち上げたりして祝います。
　そこで、今回の「しゃべって未来や」は、中国からの
国際交流員、夏

シャ

　霊
リン

さんを講師に、絶品「水餃子とワン
タン」作りと、「どこが違うの？中国と日本」をテーマに
一緒におしゃべりしようという講座を計画しました。
　料理に興味のある男性、中国に興味のある男性、みん
なで楽しく作って食べて、得意料理を増やしましょう！
■と き　21日（日）午前10時～午後１時
■と こ ろ　就将公民館
■講 師　米子市国際交流員　夏

シャ

　霊
リン

さん他
■募集人数　男性20人程度（定員になり次第締切り）
■参 加 費　材料費として 500円（当日集金します）
　　　　　　＊エプロンをご持参ください。
■申込・問い合わせ　男女共同参画推進課
　　　　　　　　　　（☎２３－５４１９）



心
を
通
わ
せ
手
を
つ
な
ぐ　

素
敵
な
社
会
を
男
女
で
築
こ
う　
　
　
　

美
保
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
（
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
）

米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

安 倍
彦 名
住 宅

彦 名 町

62R1 201 中層耐火
４ 階 建 3DK 18,300

～ 35,900 S62

62R1 304 中層耐火
４ 階 建 3DK 18,300

～ 35,900 S62

63R2 303 中層耐火
４ 階 建 3DK 18,300

～ 35,900 S62

1R2 304 中層耐火
４ 階 建 3DK 18,500

～ 36,300 H元

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身で
のお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方（平成21
年４月から、市営住宅入居収入基準が変わりました）
●現に住宅に困窮していることが明らかな方
●米子市税などに滞納がない方
●暴力団員でないこと
■申込受付期間　１日（月）～９日（火）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申込
理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込書
などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　12日（金）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　３月１日（月）
次回の市営住宅入居者募集期間は３月１日～９日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

第４回むきばんだ弥生の国邑写真コンクール
作品募集！

　妻木晩田遺跡の風景を題材にした写真を募集します。
■応募期間　平成21年９月５日（土）～平成22年２月28日（日）
■応募条件
・作品は応募期間内に撮影した未発表のものに限ります。
・カラープリントＡ４サイズ以上で単体写真に限ります。
・１人で複数点の応募可。
・応募作品は返却しません。
・入賞作品の著作権は、鳥取県教育委
　員会に帰属します。
■賞の内容　最優秀賞（賞状、賞金
２万円）１点、優秀賞（賞状、賞金５千円）２点、むきばんだ賞（賞
状、記念品）２点、佳作（賞状）５点
※くわしい募集要項は、ホームページからダウンロードできま
す。http://www.pref.tottori.lg.jp/mukibanda/
■応募・問い合わせ　妻木晩田遺跡事務所（☎３７－４０００）

伯耆古代の丘公園からのお知らせ
▼２月ロビー展「浦木あけみ手編み淀江教室」作品展

セーター、ベスト、帽子、マフラーなどを展示します。
入園料金　大人 200円　小中学生 50円

▼グラスアート体験
バラのスタンドミラーを作ります。
と き　19日（金）・20日（土）　午後１時～３時
料 金　2,500円 ( 入園料、材料費込 )
申込締切　10日（水）
■申込・問い合わせ　伯耆古代の丘公園
　　　　　　　　　　（☎５６－６８１７）

鳥取環境大学公開講座
テーマ　 「インターネットのモラル、倫理、トラブル」
講 師　情報システム学科　教授
　　　　今

い ま

井
い

　正
ま さ か ず

和さん
と き　13日（土）　午前10時30分～正午
ところ　今井書店「本の学校」（新開２丁目）
申込方法　講座の前日までに、電話・ＦＡＸ・Ｅメー
ルのいずれかで申し込んでください。参加無料です。
＊とっとり県民カレッジ連携講座
申込・問い合わせ　鳥取環境大学企画広報課

（☎０８５７－３８－６７０４、FAX ０８５７－３８－
６７０９、Ｅメール　kouryu@kankyo-u.ac.jp）

講談で知る成年後見制度
～誰もがで安心して暮らしていくために～

実話をもとにした「講談」を通してわかりやすく学びます。
と き　６日（土）午後１時
ところ　米子コンベンションセンター
　　　　２階国際会議室
＊入場整理券が必要です。
■問い合わせ　鳥取県司法書士会
　　　　　　　（☎０８５７－２４－７０１３）

米子市文化ホール童謡特別講座

ＮＨＫ教育テレビ「ワンツー・どん」に歌のお姉さん
として出演し、現在も多方面で活動を続
けている童謡歌手の稲村なおこさんを
ゲストに迎え、聴いて歌ってみんなで一
緒に楽しめるコンサートを開催します。
と き　３月７日（日）午後２時開演
ところ　米子市文化ホールメインホール
出 演　歌 / 稲

いなむら

村なおこさん
　　　　ピアノ伴奏 / 村

むら

尾
お

義
よしはる

晴さん（童謡講座講師）
曲 目　春の唄、早春賦、からたちの花、浜千鳥、
　　　　お昼ねねんね　ほか
入場料　無　料
※当日は、平成22年度（４月～来年３月まで）の童謡
講座参加者申込受付を開始します。
くわしくは、文化ホールまでお問合せ下さい。
■問い合わせ　米子市文化ホ－ル（☎３５－４１７１）
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下
水
道
整
備
の
進
捗
に
伴
い
、

事
業
区
域
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
拡
大
し
た
地
域
に

つ
い
て
は
、
今
後
５
年
～
７
年

の
期
間
で
下
水
道
整
備
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
整
備
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
に

あ
わ
せ
、
自
治
会
等
を
通
じ
て

事
業
説
明
会
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
拡
大
区
域
図
面
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

【
拡
大
区
域
】

大
篠
津
町
（
旭
が
丘
団
地
）、
米

原
四
丁
目
、
米
原
五
丁
目
、
米

原
七
丁
目
、
米
原
八
丁
目
、
米

原
九
丁
目
、
両
三
柳
、
新
開
四

丁
目
、
中
島
一
丁
目
、
車
尾
南

一
丁
目
、
車
尾
南
二
丁
目
、
観

音
寺
、
吉
岡
、
熊
党
、
蚊
屋
、

大
崎
（
米
子
崎
津
団
地
）、
富
益

町
・
大
崎
・
彦
名
町
（
富
益
団

地
）、
夜
見
町
、
彦
名
町
、
陰
田

町
、
目
久
美
町
、
美
吉
、
長
砂

町
、
宗
像
、
日
原
、
兼
久
、
奥
谷
、

福
市
、
淀
江
町
佐
陀
、
淀
江
町

西
原
、
淀
江
町
今
津
、
淀
江
町

淀
江
の
各
一
部

【
注
意
と
お
願
い
】

▼
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
権

利
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
下
水
道

受
益
者
負
担
金
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
下
水
道
工
事
完
了
後
の
各
ご

家
庭
の
排
水
設
備
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ま
方
の
ご
負
担
と
な
り
、

施
工
に
つ
い
て
は
米
子
市
指
定

工
事
店
で
行
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

下
水
道
整
備
課

（
☎
34
―
１
３
８
２
）

米子駅前地区での
自転車の放置は禁止です

　下図の放置禁止区域に放置された自転車は、撤去し米子駅
前地下駐輪場に保管します。返還にあたっては自転車 1,530
円、原付 2,350円の撤去保管手数料を徴収します。
　自転車の放置
は、米子の玄関口
である米子駅前の
景観を損ねるだけ
でなく、歩行者、
からだの不自由な
方の迷惑になりま
す。
自転車の放置はや
めましょう。
■問い合わせ
　維持管理課
　（☎２３－５５２９）

『新修米子市史』を読んで、
米子の未来を語り合いませんか。

最終巻『新修米子市史　第15巻資料編 
年表・考古補遺・近世近代補遺』

▼ 7,000円＋税　　 ▼Ａ４判・３冊セット
『年表』は、古代より現代（平成12年）
までの詳細な内容／『考古補遺』は、
米子平野の考古学史／『近世近代補遺』
は、近世から近代への回顧録など

■問い合わせ　米子市図書館図書納入組合
　　　　　　　☎ ３２―１５５１

■予約取扱書店　油屋書店、今井書店、杉島書店、
　　　　　　　　すずや書店、ひらおか書店 



■申込・問い合わせ
健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
錦町一丁目「ふれあいの里」３階　米子市保健センター内

有

料

広

告

お子さんの予防接種
◆ポリオ予防接種延期のお知らせ◆

平成21年11月から平成22年２月まで、新型インフルエン
ザ集団感染防止目的のため延期させていただきます。７歳
６か月未満が接種対象です。日程は後日お知らせします。

◆結核予防接種（BCG）◆
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の
冊子を読んで来てください。体温は接種会場で測ります。

対 象 児 接 種 日
H21年10月29日～11月12日生 ２月12日（金）
H21年11月13日～11月25日生 ２月25日（木）
H21年11月26日～12月11日生 ３月11日（木）

生後３か月で接種します。
生後６か月未満で接種を受けていない方も受けてくださ
い。体調不良の場合は翌月（４か月）にしましょう。

発 達 相 談
お子さんの発達などで気になっていること ､ご心配なこ
とについて相談をお受けします。「おちつきがない」、「パ
ニックをおこす」、「こだわりが強い」、「集団行動が取れ
ない」など、どのように対応したらよいか一緒に考えて
みませんか。お気軽にご相談ください。
■と き　２月19日（金）、３月19日（金）
　　　　　いずれも午後１時～３時（予約制）
■ところ　ふれあいの里３階
■対 象　３歳頃～６歳（就学前）
■スタッフ　医師 ､保育士、心理士、エールスタッフ、
　　　　　　保健師など
■申込方法　希望の日時を希望日の２週間前までにご連
　　　　　　絡ください。後日、申し込まれた方にご案
　　　　　　内を郵送します。

麻しん（はしか）・風しんの
予防接種はお済みですか？

麻しん、風しんにかかったことがないお子さんは、予防接種
を受けて免疫をつけ、感染症にかからないように、また他の
人にうつさないようにしましょう。特に麻しんは感染力が強
く、症状の重い病気です。できるだけ早めに接種しましょう。

▼今年度対象の方が無料で接種できるのは３月31日までです。

▼委託医療機関に個人で予約してから接種を受けてください。

▼３期・４期の方へは４月に個人通知していますが、予診票を
紛失された方は健康対策課で再発行の手続きをしてください。

対 象 者 接種期間（無料）
１歳のお子さん １歳～２歳未満

年長さん（H.15.4.2 ～ H16.4.1 生まれ） H21.4.1 ～

H22.3.31 まで
中学１年生（H8.4.2 ～ H9.4.1 生まれ）
高校３年生（H3.4.2 ～ H4.4.1 生まれ）

守り、支えあういのち
自殺は防ぐことのできる死です

自殺者の数は全国で年間３万人を超え、県内でも平成20年に
は212人と過去最も多い方が自ら命を絶っています。自殺は、
さまざまな悩みにより心理的に「追い込まれた末の死」と言
われています。また、自殺を図った人の 75％に精神障がい
があり、その約半数がうつ病などだったという報告もありま
す。うつの治療・予防が多くの自殺の予防につながります。

◆◆◆ひとりで悩まず、まず相談をしてください◆◆◆
◆こころの相談窓口（平日 8:30 ～ 17:15）
　○健康対策課　☎２３－５４５２
　○西部総合事務所福祉保健局　☎３１－９３０４
　○鳥取県立精神保健福祉センター　☎０８５７－２１－３０３１
◆鳥取いのちの電話
　○毎日 12:00 ～ 21:00　☎０８５７－２１－４３４３
　○毎月 20日と 30日　12:00 ～ 21:00
　　フリーダイヤル０８００－２００－４３４４
◆借金苦や多重債務など経済問題について
　法テラス鳥取　平日 9:00 ～ 16:00
　☎０５０３３８３－５４９５
◆その他相談機関　11ページ「くらしの情報」に掲載

特定健康診査の結果はいかがでしたか？
健診結果の中で、血圧、血中脂質、血糖値が少し高めだった対
象者の方に特定保健指導のご案内（特定保健指導利用券）を随
時お届けしています。
「もっと元気に！健康に！」なっていただくために、管理栄養士、
保健師等が一緒に皆さんの健康について考え、健康づくりのお
手伝いをします。予約が必要です。



施設の催し
◆
「
今
夜
見
え
る
星
空
と
星
座
物
語

（
お
お
い
ぬ
座
物
語
・
こ
い
ぬ
座
物

語
）」

平
日
…
午
後
２
時
・
３
時
、
土
・
日
・

祝
日
…
午
前
10
時
45
分
・
11
時
45
分
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
の
投
影

幼
児
・
70
歳
以
上
無
料
、
小
中
学
生

50
円
（
土
曜
日
は
無
料
）、
高
校
生

以
上
300
円
。

◆
天
体
観
測
会
「
夕
暮
れ
の
月
を
み

よ
う
」

20
日
㈯
午
後
４
時
30
分
、
対
象
・
ど

な
た
で
も
可
、
20
組
。
６
日
㈯
か
ら

電
話
受
付
。

◆
米
子
も
の
づ
く
り
道
場
指
導
者
養

成
講
座

６
日
㈯
午
後
０
時
45
分
～
「
も
の
づ

く
り
基
礎
・
指
導
法
講
座
」、
午
後

３
時
～
「
食
品
科
学
系
講
座
：
ジ
ャ

ム
を
つ
く
ろ
う
」、
７
日
㈰
午
後
１

時
～
「
電
気
系
講
座
：
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ラ
イ
ト
を
つ
く
ろ
う
」、
20
日
㈯

午
後
０
時
45
分
～
「
も
の
づ
く
り
基

礎
・
指
導
法
講
座
」、午
後
３
時
～「
化

学
・
物
理
系
講
座
：
血
で
光
る
液
体

を
つ
く
ろ
う
」、
21
日
㈰
午
後
１
時

～
「
機
械
系
講
座
：
変
形
鳥
お
ど
し

風
車
を
つ
く
ろ
う
」

対
象
・
大
人
、
各
講
座
10
名
。
無

料
。
申
込
み
・
問
合
せ
は
鳥
取
大
学

産
学
・
地
域
連
携
推
進
機
構
・
医
学

部
生
体
制
御
学
講
座
内
（
☎
38
―

６
３
５
６)

ま
で

◆
バ
ラ
づ
く
り
に
挑
戦
し
よ
う
（
協

力
・
米
子
バ
ラ
会
）

14
日
㈰
午
後
２
時
～
、
対
象
・
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小
３
以
下
は

保
護
者
同
伴
）、
参
加
費
1,000
円
、
定

員
15
人
、
電
話
受
付
中
。

◆
お
は
な
し
の
へ
や
（
共
催
・
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
）

14
日
㈰
午
前
11
時
～
11
時
30
分
と
午

後
２
時
30
分
～
３
時
。
対
象
・
幼
児

～
大
人
。

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会
（
共
催
・

お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
だ
く
ち
る
）

27
日
㈯
午
後
２
時
15
分
～
３
時
、
対

象
・
幼
児
～
大
人
。

◆
米
子
こ
ど
も
将
棋
対
抗
戦

27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
、
３
人
１

組
で
の
団
体
戦
、
対
象
・
小
中
学
生
、

無
料
、
電
話
受
付
中
。

◆
親
子
そ
ば
打
ち
教
室

11
日
㈭
㈷
午
前
10
時
～
、
対
象
・
小

学
３
年
以
上
と
そ
の
保
護
者
、
参
加

費
１
人
100
円
、
定
員
10
組
。
電
話
受

付
中
。

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
（
協
力
・

み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
実
行
委
員
会
）

毎
週
日
曜
日
と
祝
日
の
月
曜
日
、
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
。
屋
外
に

冒
険
遊
び
場
を
開
園
。
対
象
・
幼
児

～
大
人
。
無
料
。
子
ど
も
会
等
団
体

利
用
も
で
き
ま
す
（
団
体
利
用
は
要

申
込
）。

◆
米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張

事
業
（
共
催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

工
作
、
昔
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
天
体
観
測
な

ど
。
く
わ
し
く
は
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
対
象
・
単
位
子
ど
も
会
な
ど
。

開
館
時
間
（
電
話
受
付
時
間
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

今
月
の
休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
12
日
㈮

＊
図
書
室
は
、
22
日
㈪
～
３
月
５
日

㈮
は
、
年
度
末
図
書
整
理
の
た
め
本

の
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
（
返
却
可
）。

＊
多
目
的
ホ
ー
ル
と
研
修
室
・
開
館

日
の
午
後
10
時
ま
で
利
用
可
。有
料
・

要
申
込
（
１
週
間
前
ま
で
）

◆
自
然
観
察
会
「
巨
大
ネ
ズ
ミ
ヌ
ー

ト
リ
ア
に
会
お
う
！
」

13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分
・
山
陰
地
方
で
広
く
野
生
化
し

て
い
る
、
南
米
原
産
の
ヌ
ー
ト
リ
ア

を
観
察
し
ま
す
。
申
込
不
要
。
温
か

有

料

広

告

米
子
水
鳥
公
園

い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い
。
集
合
：

水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
手
作
り
自
然
教
室
「
中
海
七
珍
を

味
わ
お
う
！
」

21
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
１
時
・
世

界
湿
地
の
日
を
記
念
し
て
、
中
海
の

お
い
し
い
幸
を
味
わ
っ
て
湿
地
の
恵

み
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

定
員
20
人
・
要
予
約
・
材
料
費
100
円
・

会
場
：
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

◆
第
15
回
米
子
水
鳥
公
園
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
展

２
月
１
日
㈪
～
３
月
７
日
㈰
。
小
学

生
が
描
い
た
野
鳥
の
絵
を
多
数
展
示

し
ま
す
。
会
場
：
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
内
ス
ロ
ー
プ
壁
面

◆
カ
エ
ル
工
房
in
水
鳥
公
園

27
日
㈯
ま
で
開
催
。

プ
ロ
レ
プ
リ
カ
製
作
所
「
カ
エ
ル
工

房
」
に
よ
る
、
両
生
・
爬
虫
類
を
中

心
と
し
た
本
物
そ
っ
く
り
の
レ
プ
リ

カ
を
展
示
し
ま
す
。
質
の
高
い
作
品

を
じ
っ
く
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。
カ

エ
ル
工
房
作
の
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
て

い
ま
す
。

＊
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
に
は
、
入
館
料

（
高
校
生
～
69
歳
300
円
）が
必
要
で
す
。

開
館
時
間

平
日
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

30
分
、
土
・
日
・
祝
日
／
午
前
７
時

～
午
後
５
時
30
分

今
月
の
休
園
日

毎
週
火
曜
日
、
12
日
㈮



◆
特
別
展
「
素
鳳
展
」

ひ
な
人
形
を
中
心
と
し
た
素
鳳
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
公
開
し
ま
す
。

会
期
：
20
日
㈯
～
４
月
５
日
㈪

観
覧
料
：
一
般
500　

円
、
高
校
・
大

学
生
300　

円

※
（　）
内
は
前
売
券
、
15
人
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。
中
学
生
以
下
の
方
、

70
歳
以
上
の
方
、障
が
い
の
あ
る
方
、

要
介
護
者
と
そ
の
介
護
者
は
無
料
。

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

会
期
中
の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
２
時

か
ら
。

今
月
の
休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
12
日
㈮

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

◆
考
古
学
講
座
「
中
世
大
山
寺
の

発
掘
」

寂じ
ゃ
く
じ
ょ
う
ざ
ん

静
山
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
中
世

の
僧
坊
跡
に
つ
い
て
、
発
掘
調
査
担

当
者
が
解
説
し
ま
す
。

11
日
㈭
㈷
午
後
２
時
～
３
時
30
分
。

講
師
：
辻つ

じ　

信の
ぶ
ひ
ろ広
さ
ん
（
大
山
町
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
）、
会
場
：

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階
中
会
議
室
、
定

員
100
人（
申
込
不
要
）、資
料
代
100
円
。

◆
平
成
21
年
度
米
子
市
美
術
館
特
別

展
「
ネ
オ
テ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン　

高

橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

現
代
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
精
神
科

医
の
高た

か
は
し橋

龍り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

氏
が
収
集
し
た

作
品
か
ら
、「
ｎネｅ
ｏオ

ｔテｅ
ｎニ
ーｙ
（
幼
形

成
熟
の
意
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

奈な

ら良
美よ

し

智と
も

、
村む

ら

上か
み

隆た
か
し

な
ど
国
際
的
に

活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
若
手

作
家
ま
で
35
人
、
約
99
点
の
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

会
期
：
２
月
11
日
㈭
㈷
ま
で

［
毎
週
水
曜
日
休
館　

＊
た
だ
し
２

月
10
日
㈬
の
み
特
別
開
館
］

観
覧
料
：
一
般
900　

円
、
高
校
・
大

学
生
600　

円
、
小
・
中
学
生
300　

円

※
（　）
内
は
15
人
以
上
の
団
体
、
70
歳

以
上
の
方
、
障
が
い
の
あ
る
方（
付

添
い
１
人
含
む
）の
料
金

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日

３
日
、
17
日
、
24
日

＊
た
だ
し
、
12
日
～
16
日
、
18
日
は

展
示
替
え
作
業
の
た
め
閉
館
。

有

料

広

告

今
月
の
休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
12
日
㈮

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
つ
つ
じ
読
書
会

６
日
㈯
午
後
２
時
、
特
設
文
庫
室
、

「
悲
し
き
熱
帯
」
Ⅰ
（
前
半
）
レ
ヴ
ィ

＝
ス
ト
ロ
ー
ス
著　

川
田
順
造
訳

（
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
）。

◆
楽
し
く
漢
文
に
学
ぶ
会

７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
、
特
設
文
庫

室
、『
論
語
新
釈
』
宇う

の野
哲て

つ

人と

著
（
講

談
社
学
術
文
庫
）「
為い

政せ
い

篇
」
を
読

み
ま
す
。

◆
お
は
な
し
会

毎
週
木
曜
日
（
協
力
：
ほ
し
の
ぎ
ん

か
）・
19
日
㈮
（
協
力
：
火
曜
の
会
）。

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
、
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
、
紙
芝
居
・
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
・
わ
ら
べ
う
た
・
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
。

◆
古
文
書
研
究
会

27
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
、「
新
修
米

子
市
史　

近
世
」関
連
史
料
を
読
む
、

大
会
議
室
、
講
師
：
山や

ま
ふ
じ
り
ょ
う
じ

藤
良
治
さ
ん

◆
職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー（
原
則
事

前
申
込
）

24
日
㈬
午
後
１
時
～
午
後
３
時
、
大

会
議
室
、「
人
生
後
半
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
」、
㈳
鳥
取
県
高
齢
・
障
害
者

雇
用
促
進
協
会
（
☎
０
８
５
７
―
32

―
８
２
６
１
）。

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

「
特
許
等
相
談
会（
要
事
前
申
込
）」

９
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
、
特
設
文
庫
室
。

「
特
許
情
報
相
談
会（
要
事
前
申
込
）」

23
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
、
特
設
文
庫
室
、
㈳
発
明
協
会
鳥

取
県
支
部
（
☎
０
８
５
７
―
52
―

６
７
２
８
）。

◆
環
日
本
海
連
続
講
座　
第
２
回

20
日
㈯
午
後
２
時
～
、
講
師
：
藤ふ

じ

井い

浩こ
う

基き

さ
ん
（
島
根
大
学
教
育
学
部
准

教
授
）、
演
題
（
第
２
回
）「
幻
の
音

楽
学
校
―
植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る

音
楽
の
政
治
学
―
」。

◆
鳥
取
大
学
連
携
事
業

12
日
㈮
午
後
２
時
～
５
時
、
講
師
：

山や
ま
も
と本
順じ

ゅ
ん
い
ち一
さ
ん
（
桃
山
学
院
大
学
教

授
）、
講
演
「
図
書
館
に
お
け
る
法

情
報
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

開
館
時
間

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
28

日
（
月
末
資
料
整
理
）



２月に見られる水鳥公園の生きものたち
コハクチョウ、マガン、オナガガモなどのカモ類、ハイイロチュウヒなどのタカ類、ツグ
ミなどの小鳥類、ヌートリア。

新米子の文化財
「眠りから覚めた弥生水田」　　木製農耕具　目

め ぐ み

久美遺跡出土
　米子駅の南東に位置する目久美遺跡では、今から2000年以上前の弥生時
代の水田跡が発見されています。弥生時代の前期には稲作の技術を持った
人々がこの地に移り住んだと考えられ、目久美のムラでは大小の畔

あぜ

や水路に
よって小さく区切られた水田が営まれました。これらの水田は緩

ゆる

やかな傾斜
面に築かれ、上方の水田から下方の水田へと順々に水が送られる仕組みが整
えられていました。
　目久美遺跡からは、稲作に関わる多くの種類の農具が発見されており、な
かでも田

た

下
げ

駄
た

（①、②）や鋤
すき

（③～⑥）と呼ばれる木製の道具が多数出土し
ています。田下駄は、水田に足が沈み込むのを防ぐための履

はきもの

物で、平たい板に穴をあけ、紐
ひも

を通して足に固定
して使用しました。また、鋤はいずれも柄

え

を着けて土を掘り返すための道具と
して使用され、特に写真の④～⑥はその形からナスビ形鋤と呼ばれています。
　弥生時代、この地域は日野川や法勝寺川の氾

はんらん

濫によって何度も洪水に襲われ
ました。しかし、その度に水田を新しく作り直していることが発掘調査によっ
て確認されています。これらの道具を通して、時には自然災害と戦いながらも、
家族や仲間を守るために力を合わせて生き抜いた私達の祖先のたくましい姿を
垣
かい

間
ま

見ることができます。
　この目久美遺跡出土の木製農耕具は、山陰歴史館で展示しています。

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３８）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／今井印刷株式会社

　オナガガモは、冬の水鳥公園で最も目立つ鳥です。名前の通り、尾
お

羽
ばね

が細長く伸びているのが特徴です。特にオスは顕
けんちょ

著で、
灰色の胴体に胸からお腹にかけて白いのも印象的です。
　ところで、なぜ園内でオナガガモばかりが目立つのでしょうか。それは、
ネイチャーセンターの正面にいつも群れているカモのほとんどがオナガガ
モだからです。水鳥公園の鳥たちは、種類ごとにお気に入りの場所が決まっ
ていて、いつも同じ場所で過ごしています。そして、オナガガモのお気に
入りの場所が、ネイチャーセンター正面なのです。
　オナガガモは、カモの中では最も人馴れしやすい種類です。そのため、
人が水鳥に餌を与えている場所では、オナガガモばかりが集まります。人
間との距離が近いネイチャーセンター正面は、人への警戒心が弱いオナガ
ガモにぴったりな休憩場所なのでしょう。
　ところで、皆様がオナガガモを観察するにあたり、ぜひ注目していただきたい行動があります。それは、オナガガモの
求愛です。オナガガモの求愛行動は、他のカモよりも熱烈で、とても面白いです。
　春が近づくと、オナガガモのオスは大勢で 1 羽のメスを取り囲み、メスの前で踊って見せて求愛します。一方、メスは
迷惑そうに逃げ回り、やがてその場から飛び去って逃げてしまいます。すると、オスたちは飛び去るメスをさらに追跡し、
園内上空をぐるぐると追い回すのです。このような執念深い求愛行動から、自分の子孫を残すことに必死であることが分
かります。
　園内のあちらこちらでオナガガモの求愛が見られるようになると、春が近いことを感じます。

水鳥公園指導員　桐
きりはら

原佳
けいすけ

介

米子市の人口と世帯数　平成22年１月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,508人 ( ＋１人)　男性 71,436人 ( ＋16人)　女性 79,072人 ( －15人)　世帯数 62,577世帯 ( ＋22世帯)

水鳥公園からのたより

オナガガモ
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